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と よ し ん景況調査 

《 調査要領》  

調査対象時期  平成２ １ 年  １  月 ～ ３  月   実 績    

               平成２ １ 年  ４  月 ～ ６  月   見通し  

 

調                  査                  方               法 聞き取り ア ン ケート 調査 

                 

調査対象企業の内容
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Ｄ    Ｉ   の          推         移 

＜業  況＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期 

業 種   

平成 20年 

1～3月 
4～6月 7～9月 10～12 月 

平成 21年 

1～3月 

4～6月 

見通し  
  

総 合 6. 9 ▲4. 7  ▲10. 8 

 
▲11. 1 ▲32. 5 ▲36. 0 

 
↓ 

製 造 業 14. 0 ▲7. 7 ▲10. 7       

▲4. 7 
▲15. 3 ▲57. 4 ▲41. 1 ↑ 

卸 売 業 8. 8 ▲7. 0 ▲6. 6 ▲1. 6 ▲30. 2 ▲19. 0 

10. 5 
↑ 

小 売 業 ▲3. 5 ▲3. 6 ▲8. 8 ▲10. 2 ▲25. 5 ▲21. 6 ↑ 
サ ー ビ ス 業 21. 6 13. 9 ▲2. 8 0. 0 ▲25. 5 ▲29. 4 ↓ 
建 設 業 2. 7 ▲19. 8 ▲20. 0 ▲19. 1 ▲31. 0 ▲55. 8 ↓ 

＜売  上＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

1～3月 
4～6月 7～9月 10～12 月 

平成 21年 

1～3月 

4～6月 

見通し   

総 合 10. 0 1. 4 ▲4. 1 ▲1. 0 ▲29. 5 ▲37. 7 ↓ 

製 造 業 14. 7 4. 2 ▲6. 4 ▲11. 7 ▲58. 2 ▲39. 0 ↑ 
卸 売 業 0. 0 7. 0 3. 3 19. 4 ▲23. 8 ▲27. 0 ↓ 
小 売 業 3. 5 ▲3. 6 1. 8 1. 7 ▲27. 5 ▲17. 6 ↑ 
サ ー ビ ス 業 21. 6 16. 8 1. 9 ▲1. 0 ▲20. 6 ▲31. 4 ↓ 
建 設 業 8. 2 ▲19. 8 ▲9. 0 ▲8. 2 ▲25. 7 ▲62. 8 ↓ 

＜収  益＞     （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

1～3月 
4～6月 7～9月 10～12 月 

平成 21年 

1～3月 

4～6月 

見通し   

総 合 3. 6 ▲13. 0 ▲16. 1 ▲9. 8 ▲30. 5 ▲32. 9 ↓ 

製 造 業 11. 9 ▲12. 0 ▲22. 9 ▲19. 7 ▲48. 9 ▲36. 2 ↑ 
卸 売 業 0. 0 ▲21. 1 ▲11. 5 ▲3. 2 ▲33. 3 ▲17. 5 ↑ 
小 売 業 7. 0 ▲7. 1 ▲7. 0 ▲1. 7 ▲31. 4 ▲13. 7 ↑ 
サ ー ビ ス 業 15. 5 9. 9 ▲1. 9 ▲4. 0 ▲27. 5 ▲28. 4 ↓ 
建 設 業 ▲1. 8 ▲35. 8 ▲23. 0 ▲19. 1 ▲27. 4 ▲52. 2 ↓ 

 

 

調査対象企業  当金庫取引先 585 社 

   

分               析               方                 法 

 各質問項目で ｢増加(上昇) ｣し た と

す る 企業が全体に 占め る 構成比と 、

「 減少(下降) 」 し た と する企業の構成

比と の差(Ｄ Ｉ ・ 判断指数)を中心にし

て分析。  
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総   合 
 

当期（ １ ～３ 月） は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ▲２ １ ． ４ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ▲２ ８ ． ５ ポイ

ン ト 、収益Ｄ Ｉ ▲２ ０ ． ７ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において低下を示し た。来期（ ４ ～６ 月）

は、 業況・ 売上・ 収益Ｄ Ｉ 全てで、 低下の見通し と なっ ている 。  

 各業種別に見る と 、 製造業では自動車関連を中心に、 昨年秋以降の受注減少が顕著と な

り 、 売上高は５ 割程度落込んだ企業も多く 、 業況は悪化し ている 。  

卸売業では、 原油価格の下落に伴い、 原材料価格は落ち着き をみせている 。 売上につい

ては、 年末年始のピ ーク 時期に前年を下回っ た先が多く 、 在庫圧縮の動き もみら れる 。  

小売業では、 自動車販売は、 ハイ ブ リ ッ ド 車を除き 、 大型・ 高級車の販売は低調で、 ま

た商用車の買い控えもあり 、 売上は低迷し ている 。  

サービ ス業のう ち飲食業では、 サービ スの向上によ り 集客に努めている も のの、 景気悪

化によ る新年会等の抑制によ り 、 売上は前年を下回っ ている 。  

 建設業では、 公共工事については、 小口工事が中心で、 受注は前年を下回っ ている 。 民

間工事について も 、 企業の設備投資抑制や個人住宅の受注減少によ り 、 厳し い状況と なっ

ている 。  

過去10年間の推移（季節調整値）
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業況・売上・収益の推移＜総合＞
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